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日
本
に
仏
教
が
公
式
に
伝
え
ら
れ
た
時
は

５
３
８
年
（
５
５
２
年
説
も
あ
る
）
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
か
ら
大
陸
か
ら
き
た
渡

来
人
や
そ
の
一
族
は
私
的
に
仏
教
を
信
仰
し
て

い
た
よ
う
で
す
。
仏
教
公
伝
後
は
崇
仏
か
廃
仏

か
で
意
見
が
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
崇
仏
派
で

あ
る
蘇
我
氏
や
渡
来
系
氏
族
は
自
分
の
邸
宅
の

一
部
を
寺
と
し
て
仏
像
を
安
置
し
仏
教
に
帰き

え依

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行
為
に
対
し
、
物
部

氏
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
古
来
の
神
々
を
尊
ぶ

廃
仏
派
は
反
対
し
ま
し
た
。

　

世
に
い
う
崇
仏
論
争
が
起
こ
り
、
政
争
に
ま

で
発
展
し
ま
し
た
。
こ
の
政
争
に
勝
利
し
た
蘇

我
氏
は
積
極
的
に
仏
教
振
興
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

そ
こ
で
最
初
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
寺
院
の
造

営
で
す
。
蘇
我
馬
子
は
寺
院
造
営
の
た
め
朝
鮮

半
島
の
百
済
か
ら
寺
院
建
築
の
専
門
家
を
招
き

ま
し
た
。
寺
て
ら
の
た
く
み
工
、
鑪ろ

盤ば
ん

博
士
、
画
え
の
た
く
み工
、
瓦
博
士

と
呼
ば
れ
た
技
術
者
た
ち
で
す
。
彼
ら
が
も
た

ら
し
た
最
先
端
の
技
術
と
知
識
に
よ
っ
て
日
本

で
初
め
て
造
ら

れ
た
本
格
的

寺
院
が
法
興
寺

（
別
名
飛
鳥
寺
）

な
の
で
す
。
わ
が

国
で
の
は
じ
め

て
の
高
層
建
築

に
、
当
時
の
あ

す
か
び
と
は
た

い
そ
う
驚
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

（
明
日
香
村
文
化
財
課
）
長
谷
川　

透

寺
院
の
は
じ
ま
り
～
飛
鳥
寺
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日本人の心のふるさと　〜その保存と未来のために〜

曼
まんじゅしゃ

殊沙華
げ

の中秋（稲渕）

冬陽幻映～冬至の落日～（上畑） 写真／加藤秀行

山
の
端は

に
　
あ
ぢ
む
ら
騒
ぎ
　
行
く
な
れ
ど

　
　
　
　
わ
れ
は
さ
ぶ
し
ゑ
　
君
に
し
あ
ら
ね
ば

　
山
の
端
に
味あ
じ

鴨が
も

が
群
を
な
し
て
飛
ん
で

行
く
よ
う
に
、
多
く
の
人
が
私
の
目
の
前

を
行
き
来
す
る
け
れ
ど
、
私
は
寂
し
く
て

た
ま
ら
な
い
の
で
す
。
だ
っ
て
、
そ
れ
ら

の
人
々
は
あ
た
な
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
。

※
1 

味
鴨
・
・
・
ト
モ
エ
ガ
モ
の
別
称

斉さ
い
め
い明
天
皇
（
巻
四
―
四
八
六
）

※
1

※
2

※�

２　
飛
鳥
岡お

か
も
と本

宮
で
詠
ま
れ
た
歌
で
す
。
岡
本
宮
は
岡

寺
の
近
く
と
か
、
雷
い
か
ず
ち
の
お
か
丘
の
東
北
あ
た
り
と
か
、
飛
鳥
奥

山
の
北
方
だ
と
か
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
決
め
手
は
な
い

よ
う
で
す
。
又
、
こ
の
歌
は
題
詞
に
「
飛
鳥
岡
本
天
皇

の
御
製
」
と
あ
り
、
舒
明
天
皇
が
詠
ん
だ
の
で
は
？
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、
歌
の
表
現
や
敬
意
、
状
況
な

ど
か
ら
、
女
性
な
の
で
は
と
判
断
し
、
斉
明
女
帝
の
歌

と
解
釈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
斉
明
天
皇
は
舒じ
ょ
め
い明

天
皇
の
皇
后
で
、天て
ん

智ち

天
皇
、

間は
し
ひ
と人
皇
女（
孝こ
う
と
く徳
天
皇
皇
后
）、
天
武
天
皇
の
三
人

の
母
親
で
す
。
夫
が
崩
御
後
、
即
位
し
、
皇
こ
う
ぎ
ょ
く極

天

皇
と
な
り
ま
す
。
こ
の
歌
は
夫
、亡
き
後
に
も
う

二
度
と
こ
の
世
で
は
逢
え
な
い
寂
し
さ
が
極
限
に

達
し
、「
あ
ぁ
、
寂
し
い
（
わ
れ
は
さ
ぶ
し
ゑ
）」

と
悲
鳴
に
も
似
た
、
悲
し
み
の
深
さ
が
に
じ
み
出

て
い
ま
す
。

　
千
数
年
以
上
前
よ
り
人
を
恋
し
く
思
う
気
持
ち
は

今
も
一
緒
。
改
め
て
自
分
に
関
わ
っ
て
い
る
人
を
大

切
に
し
な
く
て
は
…
と
思
い
知
ら
さ
れ
る
歌
で
す
。

右
記
イ
ベ
ン
ト
は
７
月
１
日
現
在
の
情
報
で
す
。
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
さ
れ
る
際
は
必
ず
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

お
問
合
せ
先

●
飛
鳥
総
合
案
内
所
「
飛
鳥
び
と
の
館
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
４
４（
54
）３
６
２
４

●
飛
鳥
京
観
光
協
会　
　
　

☎
０
７
４
４（
54
）２
３
６
２

●�

現
地
研
修
会
の
お
問
合
せ
は「
飛
鳥
の
宿　
祝
戸
荘
」ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
４
４（
54
）３
５
５
１

９
月

16

学

帝
塚
山
大
学
連
携
イ
ベ
ン
ト

「
公
開
講
座
＆
ウ
ォ
ー
ク
」

（
事
前
申
込
必
要
）

23
～
24

楽

飛
鳥
光
の
回
廊

楽

彼
岸
花
祭
り

23

楽

飛
鳥
周
遊
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

10
月

８

学

飛
鳥
学
冠
位
叙
任
試
験

14
～
15

楽

古
都
飛
鳥
文
化
祭

15

学

帝
塚
山
大
学
連
携
イ
ベ
ン
ト

「
公
開
講
座
＆
ウ
ォ
ー
ク
」

（
事
前
申
込
必
要
）

11
月

25
～
26

学

第
32
回
古
代
食
を
味
わ
う
会

（
事
前
申
込
必
要
）

１
月

14

楽

凧
揚
げ
大
会

（
事
前
申
込
必
要
）

２
月

４

楽

お
ん
だ
祭
り【
飛
鳥
坐
神
社
】

３
月

24
～
25

学

第
87
回
現
地
研
修
会

（
事
前
申
込
必
要
）

下
旬

楽

石
舞
台
古
墳
桜

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

平
成
29
年
（
９
月
～
３
月
）

イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

古き
もの
・

明日の
もの

2017年
秋から
冬へ
No.５
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私たちは
古都飛鳥保存財団の活動を

応援しています　

　
昔
か
ら
人
が
集
ま
れ
ば
酒
が
あ
り
、
人
間
関

係
の
潤
滑
油
と
な
る
。
日
本
酒
は
米
で
造
ら
れ
、

米
は
田
ん
ぼ
で
育
つ
。

　
オ
ー
ナ
ー
限
定
酒
「
大
吟
醸
さ
か
た
」
の
も

と
に
な
る
酒
米
づ
く
り
か
ら
参
加
で
き
る
、
ま

さ
し
く
農
と
酒
が
出
会
っ
た
「
う
ま
し
酒
オ
ー

ナ
ー
」
が
今
年
20
年
目
を
迎
え
る
。
石
舞
台
に

立
っ
て
南
を
向
く
と
南
渕
山
の
麓
に
あ
る
棚
田

の
美
し
い
集
落
が
阪さ
か
田た

。
６
月
に
酒
米
・
山
田

錦
の
田
植
え
、
10
月
に
稲
刈
り
、
12
月
に
は
し

め
縄
づ
く
り
と

餅
つ
き
が
あ

り
、
い
よ
い
よ

我
が
家
で
「
初

し
ぼ
り
」
を
堪

能
す
る
正
月
へ

と
楽
し
み
が
て

ん
こ
盛
り
だ
。

　

皆
さ
ん
は
ご
存
知
だ
ろ

う
か
。
日
本
最
古
の
和
歌

集
と
い
わ
れ
る
万
葉
集
を

「
犬
養
節
」
と
呼
ば
れ
る

独
特
の
朗
唱
で
多
く
の
人

に
親
し
み
や
す
く
、
万
葉

の
世
界
を
広
め
た
犬
養
孝

氏
を
。

　

館
内
に
は
、
飛
鳥
を
愛

し
、
保
存
に
尽
力
さ
れ
た
犬
養
氏
の
業
績
や
思
い

出
が
展
示
さ
れ
て
い
る
他
、
カ
フ
ェ
（
下
記
に
詳

し
く
）
や
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
犬
養
氏
と
故
清

原
和
義
氏
の
寄
贈
図
書
約
８
千
冊
が
収
め
ら
れ
た

図
書
室
も
併
設
（
貸
し
出
し
可
）。
館
長
の
岡
本

三
千
代
さ
ん
は
大
学
生
の
時
、
ゼ
ミ
で
恩
師
・
犬

養
氏
と
出
会
い
、
万
葉
集
の
魅
力
を
発
信
す
る
使

命
を
持
っ
て
３
年
前
に
館
長
に
就
任
し
た
。

　
「
万
葉
集
を
机
上
の
学
問
と
せ
ず
、
楽
し
む
事

が
一
番
…
と
い
う
の
が
先
生
の
教
え
で
ね
、『
万

葉
う
た
が
た
り
』
の
活
動
で
は
、
万
葉
集
を
サ
ン

バ
や
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
タ
ン
ゴ
の
リ
ズ
ム
で
歌
っ
て

い
ま
す
。（
笑
）『
今
し
か
出
来
な
い
事
を
や
り
な

さ
い
。』
と
い
う
先
生
の
言
葉
に
お
さ
れ
、
館
長

を
引
き
受
け
ま
し
た
。」
と
天
真
爛
漫
な
笑
顔
で

氏
の
思
い
出
を
語
る
姿
は
と
て
も
幸
せ
そ
う
。

　
「
明
日
香
の
魅
力
は
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」

花
・
風
・
山
・
川
…
の
自
然
の
永
遠
な
る
美
し
さ

や
そ
の
地
で
育
ま
れ
て
き
た
人
間
の
愛
の
尊
さ
、

生
命
力
を
感
じ
る
万
葉
の
世
界
を
も
っ
と
も
っ
と

知
り
た
く
な
っ
た
。

（
犬
養
孝
先
生
の
お
も
い
で
）

　
平
成
10
年
10
月
３
日
、
91
歳
で
生
涯
を
閉

じ
ら
れ
た
先
生
は
、
集
中
治
療
室
で
ペ
ン
と

ボ
ー
ド
を
渡
さ
れ
る
と
、
平
仮
名
で
「
あ
す

か
」
と
書
か
れ
、
最
後
ま
で
明
日
香
へ
の
思

い
を
は
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
記
念

館
の
完
成
を
待
た
ず
に
、
逝
っ
て
し
ま
わ
れ

た
先
生
に
、
約
20
年
が
過
ぎ
た
今
、
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
二
月
、早
朝
の
散
歩
。
昨
日
の
雪
が
う
っ

す
ら
と
残
る
径
を
歩
く
。
朝
の
淀
ん
だ
空

気
の
中
、
一
瞬
の
冷
風
が
肌
を
刺
す
。
す

る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
甘
い
香
り
が

漂
っ
て
き
た
。
目
を
凝
ら
し
て
そ
の
方
向

を
探
す
と
、
雪
の
帽
子
を
被
っ
た
透
明
感

の
あ
る
黄
色
い
花
。
蝋ろ

う
ば
い梅

だ
。
こ
の
花
か

ら
の
微
か
な
香
り
だ
っ
た
。
夜
明
け
直
前
、

野
の
径
、
名
残
り
雪
、
微
風
と
が
相
俟
っ
て

　
各
イ
ベ
ン
ト
の
後

に
は
、
お
楽
し
み
抽

選
会
が
あ
り
、
地
酒

や
野
菜
、
村
内
で
活

動
す
る
「
ゆ
め
明
日

香
」
の
加
工
品
が
景

品
で
出
品
さ
れ
、
こ
れ
を
楽
し
み
に
来
る
人
も
。

　
「
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
と
話
す
事
で
、
阪
田
の
魅
力
を

再
発
見
し
た
し
、
農
業
や
自
然
と
向
き
合
え
る
大

切
さ
も
教
え
て
も
ろ
た
。
20
年
の
間
に
地
元
の
仲

間
意
識
も
強
く
な
っ
た
ん
や
で
」
と
い
う
担
い
手

の
面
々
。
た
だ
、
高
齢
化
が
進
み
、
後
継
者
を
ど

う
育
て
て
い
く
か
・
・
・
そ
れ
が
30
年
目
に
向
け

て
の
課
題
だ
と
い
う
。
大
人
の
遊
び
心
を
満
喫
さ

せ
て
く
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ち
び
っ
子
に
は
田

ん
ぼ
で
ど
ろ
ん
こ
遊
び
や
、
昆
虫
を
捕
ま
え
た
り

と
、
田
ん
ぼ
が
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
変
身
す
る
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
沢
山
。
明
日
香
の
人
と
触
れ
合
っ
て
、

R e s t a u r a n t  i n t r o d u c t i o n

　

音
楽
が
好
き
で
ラ

イ
ブ
に
よ
く
行
き
ま

す
。

　

ち
ょ
っ
と
人
見
知

り
す
る
の
で
、
友
達

が
「
明
日
香
で
働
い

て
や
ん
ね
ん
」
っ
て
話
を
振
っ
て
く
れ
ま

す
。
そ
し
た
ら
周
り
は
興
味
津
々
。
話
題

は
石
舞
台
か
ら
始
ま
っ
て
、
彼
岸
花
の
棚

田
が
綺
麗
や
ね
・
・
と
か
、
原
風
景
が
残
っ

て
い
る
都
会
に
近
い
田
舎
や
な
ぁ
・・
と
か
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
高
松
塚
古
墳
見
た
で
・
・
と
か

話
は
つ
き
ま
せ
ん
。
中
に
は
、「
食
べ
物
屋

さ
ん
が
増
え
た
よ
ね
ぇ
」っ
て
。
そ
の
通
り
。

今
、
村
内
に
は
50
近
い
食
処
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
新
し
い
食
処
を
２
件
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
奈
良
に
う
ま
い
も
ん

な
し
」
を
返
上
す
る
く
ら
い
お
い
し
い
処

ば
か
り
で
す
。
明
日
香
は
お
弁
当
を
持
っ

て
歩
く
の
が
定
番
で
す
が
、
古
代
米
や
生

姜
の
佃
煮
、
あ
す
か
ル
ビ
ー

な
ど
、
ご
当
地
飯
を
い
た
だ

き
、店
の
雰
囲
気
を
楽
し
む
、

そ
れ
こ
そ
い・
・い
（
飯
）
思
い

出
に
な
る
と
思
う
私
で
す
。

　
編
集
後
記

◆電　話：０７４４（ ５４） ５６３０　　◆住所：明日香村越５４０
◆時　間：９：００～１７：００（L.O １６：３０）　　　　
◆定休日：火曜・水曜　◆ https://www.cafehisohiso.com/

自
分
が
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
米
で
造
っ
た
限

定
酒
を
呑
む
。
う
ま
い
酒
と
至
福
の
ほ
ろ
酔
い

時
間
を
贅ぜ
い
た
く沢

に
味
わ
え
る
究
極
の
オ
ー
ナ
ー
制

度
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※�

今
年
は
20
周
年
を
記
念
し
て
阪
田
在
住
の
ガ

ラ
ス
作
家　
高
橋
直
樹
氏
作
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

「
ぐ
い
呑
み
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

お
酒
コ
ー
ス　
純
米
大
吟
醸
６
本
+

　
　
　
　
　
　
初
し
ぼ
り
２
本

米
コ
ー
ス　
　
純
米
大
吟
醸
５
本
+

　
　
　
　
　
　
初
し
ぼ
り
２
本
+
新
米
５
㎏

会
費：２
１
，０
０
０
円
／
口（
各
コ
ー
ス
共
通
）

★
イ
ベ
ン
ト
は
自
由
参
加
で
、別
途
参
加
費
必
要
。

メニュー
・棚田米の卵かけごはん…￥400
・きつねうどん……………￥500
　（地元豆腐屋さんの特大油揚げ）
・気まぐれサンデー………￥200
・シフォンケーキ…………￥300
　（明日香の米粉）
　＋￥100（セットドリンク）

一
つ
の
「
飛
鳥
の
に
お
い
」
を
醸
し
出
し

た
の
だ
。（
八や

釣つ
り
、
東ひ

が
し
や
ま山、
小こ

や
ま
だ
山
田
）

　
五
月
下
旬
、
い
つ
も
よ
り
早
く
歩
き
出

す
。
ま
だ
薄
暗
い
。
甘
橿
山
麓
の
野
道
を

歩
い
て
い
る
と
、
突
然
静
寂
の
中
、「
キ
ュ

キ
ュ
、
キ
ュ
キ
ュ
キ
ュ
キ
ュ
」
と
鋭
い
鳥
の
鳴

き
声
。
姿
は
全
く
見
え
な
い
。
も
一
度
鳴

く
の
を
待
つ
。
し
か
し
静
寂
の
ま
ま
。
す
る

と
微
か
な
甘
い
香
り
が
漂
っ
て
き
た
。辿
っ

て
ゆ
く
と
、
白
と
赤
紫
の
花
群
。
香
り
が

脳
を
刺
激
し
て
、
目
の
前
に
風
景
が
め
ぐ

る
。「
そ
う
だ
、
ま
さ
に
万
葉
の
世
界
だ
」

『
卯
の
花
の　
と
も
に
し
泣
け
ば
ほ
と
と
ぎ
す

　
い
や
珍
し
も
名
告
り
鳴
く
な
へ（
家や

か
持も

ち
）』

　
十
月
夕
方
、
稲
刈
り
後
の
田
道
を
歩
く
。

役
目
を
終
え
た
稲
藁
が
、
兵
隊
の
立
礼
の

祝

阪
田
「
う
ま
し
酒
オ
ー
ナ
ー
」

「
植
え
る
・
刈
る
・
そ
し
て
呑
む
」
米
か
ら
作
る
こ
だ
わ
り
の
限
定
酒

南
都
明
日
香
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

犬
養
万
葉
記
念
館

20
周年ミニコンサートなどのイベント

スペースとして貸し出しもＯＫ。
お茶したり、お弁当を広げたり…
ご自由にどうぞ。

◆☎0744-54-9300　◆明日香村岡1150
◆時間　10：00～17：00
◆休館日　水曜日　◆ http://inukai.nara.jp/#cafe

お問合せ
　（一財 ) 明日香村地域振興公社
　☎0744-54-9200
　E-mail  info@asukadeasobo.jp

稲渕の棚田米をトマト
ソースで炊き込んだオ
ムライス　￥700

「絶対に
売り切れなしです。
他店でご飯にありつけ
なかったランチ難民
救います」（笑）

館長の岡本三千代さん
「万葉うたがたり」主宰
万葉集を現代風の曲にのせて歌う
演奏活動は37年目を迎える

造り酒屋はお酒の神様・大
おおみわ

神神社
のお膝元・桜井の「今西酒造」

天日で、はざかけ。
「この後の一杯がたまらんで～」

器はすべて木製で唇にも心にも
優しい触感

誰をもとりこにしてしまう
スイーツの甘い誘惑♡

私
と
飛
鳥

　
飛
鳥
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
ウ
ォ
ー
ク
を

楽
し
み
な
が
ら
飛
鳥
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ

『
飛
鳥
学
』
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
成

績
に
よ
っ
て
聖
徳
太
子
の
「
冠
位
十
二
階
」

に
ち
な
み
冠
位
と
官
職
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

今
年
も
小
・
中
学
生
対
象
の
「
小こ
ど
ね
り
舎
人
」
検

定
も
同
時
開
催
。
成
績
優
秀
者
は
12
月
３
日

（
日
）に
飛
鳥
坐
神
社
で
執
り
行
う『
叙
任
式
』

に
お
招
き
い
た
し
ま
す
。高
得
点
者
は
次
回
、

中
級
編
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来
ま
す
。
あ
な
た

の
「
飛
鳥
学
」、腕
試
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

開
催
日
：
10
月
８
日
（
日
）

試�

験
：
飛
鳥
駅
を
ス
タ
ー
ト
。
飛
鳥
を
周

遊
し
、
６
ケ
所
の
ポ
イ
ン
ト
で
４
択
式

の
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

受
検
料
：
１
，０
０
０
円

　
小
舎
人
検
定　
５
０
０
円

申�

込
方
法
：
ハ
ガ
キ
、
E
メ
ー
ル
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
住
所
、氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、年
齢
、

性
別
を
明
記
し
て
、
左
記
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
当
方
よ
り

受
検
票
を
返
送
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
先

　
〒
６
３
４
︱
０
１
３
８

　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
越
13
︱
１

　

�（
公
財
）
古
都
飛
鳥
保
存
財
団　
冠
位
叙

任
試
験
係

　
Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
４
４
（
54
）
３
６
３
８

　

E-m
ail　

event@
asukabito.or.jp

飛
鳥
学
冠
位
叙
任
試
験
　～
入
門
編
～

「
あ
な
た
の
『
飛
鳥
学
』

を
腕
試
し
」

よ
う
に
並
ぶ
。

藁
の
に
お
い
と

と
も
に
、
も
み

殻
を
焼
く
匂
い

が
香
ば
し
い
。

煙
が
夕
日
を
背

景
に
、
狼の

ろ
し煙
の

よ
う
に
立
ち
上

る
。
来
年
の
収

穫
へ
の
合
図
を
送
っ
て
い
る
よ
う
に
。

　
風
景
、
季
節
、
光
、
気
配
な
ど
を
含
め

た
「
飛
鳥
の
に
お
い
」
が
、
あ
ち
こ
ち
に

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
、
こ
れ
が
飛
鳥

の
魅
力
を
支
え
て
い
る
。

第
一
期
飛
鳥
応
援
大
使
（
橿
原
市
在
住
）

伴　
稔
也

イ
ベ
ン
ト
報
告

「
飛
鳥
の
に
お
い
」

つばいちカフェ（犬養万葉記念館内）

新子  信子

万
葉
集
の
第
一
人
者
、犬
養
孝
氏
の

犬
養
節
が
映
像
と
と
も
に
甦
る

～どれにしようかな。
　ケーキ？フォカッチャ？
　手作りのおいしさを頬ばる幸せ～
　手作りのお菓子と季節のケーキが人気の「cafeひそひそ」の
オープンは３年前。
　「隠れ家のようにひっそりと、ゆったり過ごせる空間」という
思いが店名となった。姉妹が営むシンプルな、それでいて随所
におしゃれ心を感じる古民家カフェだ。
　お昼ご飯に「自家製フォカッチャ（イタリアの平たい手焼き
パン）の厚切りベーコンレタスチーズサンド」（800円）をいた
だく。たっぷりの野菜サラダと人参のポタージュスープがワン
プレートでついてくる。表面にポコポコとくぼみのあるパンは
しっかりとした食感で、ガブリ・・・と頬ばると野菜のシャキ
シャキ感とベーコンの旨味がジュワーと口に広がる。ボリュー
ム満点で女子の腹ペコランチにぴっ
たりだ。
　壁一面の本棚には、絵本や、こだ
わりの食や旅本が何冊も並ぶ。好き
な本を手に取って、食後はフルーツ
たっぷりのケーキとお茶で寛げるの
が心地良い。耳をすませばＢＧＭの
サウンドトラックもひ

・ ・ ・ ・
そひそと「流

れてたの？」って感じで癒される。
邪魔になるものが何もなく、スロー
な雰囲気に満たされる店。

メニュー
　モーニング　￥650（～11：00）
　ケーキセット　￥800～
　フォカッチャセット　￥800
　　　+￥350（セットドリンク）
※ケーキ・焼菓子はテイクアウト可


